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メソミル（CAS no. 16752-77-5） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

メソミルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、坑アンドロゲン様作用

を示すことが示唆され、試験管内試験の報告において、エストロゲン作用、抗エストロゲン作用、

坑アンドロゲン作用、プロゲステロン作用及び抗プロゲステロン作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Shalaby ら(2011)によって、メソミル 0.5、1.0mg/kg/day を 17～19 週齢から 65 日間経口投与し

た SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、1.0mg/kg/day のばく露群で精巣絶

対重量、精嚢絶対重量、前立腺絶対重量、精巣上体中精子数、運動精子率、血清中テストステ

ロン濃度の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：坑アンドロゲン様作用 

 Mahgoub と El-Medany (2001)によって、メソミル 17mg/kg/dayを 60 日間経口投与した雄 Wistar

ラットの血清中ホルモン濃度への影響が検討されている。その結果として、血清中テストステ

ロン濃度の低値、血清中卵胞刺激ホルモン濃度、黄体形成ホルモン濃度及びプロラクチン濃度

の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：坑アンドロゲン様作用 

 

(２)エストロゲン作用 

 Klotz ら(1997)によって、メソミル 0.1μM(=16.2μg/L)の濃度に 18 時間ばく露したヒト乳がん細

胞 MCF-7(ヒトエストロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(エストロゲン応答性レ

ポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果とし

て、メソミルは、ルシフェラーゼの発現を誘導した。 

また、メソミル 0.1μM(=16.2μg/L)の濃度に 18 時間ばく露した Ishikawa子宮内膜がん細胞(ヒ

トエストロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(エストロゲン応答性レポーター遺伝

子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されているが、ルシフェラーゼ発現を誘

導しなかった。 

 

(３)抗エストロゲン作用 

 Klotz ら(1997)によって、メソミル 0.1μM(=16.2μg/L)の濃度に 18 時間ばく露したヒト乳がん細

胞 MCF-7(ヒトエストロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(エストロゲン応答性レ
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ポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果とし

て、メソミルは、17β-エストラジオール 0.5nM によるルシフェラーゼ発現誘導を阻害した。 

また、メソミル 0.1μM(=16.2μg/L)の濃度に 18 時間ばく露した Ishikawa子宮内膜がん細胞(ヒ

トエストロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(エストロゲン応答性レポーター遺伝

子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、メソミル

は、17β-エストラジオール１nM によるルシフェラーゼ発現誘導を阻害した。 

また、メソミルについて、ヒト乳がん細胞 MCF-7 中のヒトエストロゲン受容体を用いた結

合阻害試験が検討されている。その結果として、メソミルは、10μM(=1,620μg/L)の濃度で標識

17β-エストラジオール 0.5nM による結合を阻害した。 

 

(４)プロゲステロン作用 

 Klotz ら(1997)によって、メソミル 0.1μM(=16.2μg/L)の濃度に 18 時間ばく露したヒト乳がん細

胞 T47D(ヒトプロゲステロン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(プロゲステロン応答性

レポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果と

して、メソミルは、ルシフェラーゼの発現を誘導した。 

 

(５)抗プロゲステロン作用 

 Klotz ら(1997)によって、メソミル 0.1μM(=16.2μg/L)の濃度に 18 時間ばく露したヒト乳がん細

胞 T47D (ヒトプロゲステロン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(プロゲステロン応答

性レポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果

として、メソミルは、プロゲステロン(プロメゲストンと思われる)１nM によるルシフェラー

ゼ発現誘導を阻害した。 

また、メソミルについて、ヒト乳がん細胞 T47D中のヒトプロゲステロン受容体を用いた結

合阻害試験が検討されている。その結果として、メソミルは、１μM(=162μg/L)の濃度で標識プ

ロメゲストン１nM による結合を阻害した。 
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